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米ジョビーがドバイ向けに開発中の「空飛ぶクルマ」。ドバイ市内を空飛ぶタクシーで移動できる日は遠くない

今
年
９
月
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
ド
バ
イ
で

「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
２
０
２

４
」
が
開
か
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（Intelligent 

Transport Systems
）
と
は
「
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は

カ
ー
ナ
ビ
や
高
速
道
路
の
自
動
料
金
収
受

WEDGE  REPORT

ＵＡＥ発の〝交通革命〟に
日本企業はチャンスを見出せ
石油大国のUAEが次世代モビリティーの分野でも世界の中心になろうとしている。
日本の政府や企業は最先端技術のテストベッドを上手に生かす必要がある。

関口和一   Waichi Sekiguchi

ＭＭ総研 代表取締役所長

シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）な
ど
を
指
し
た
が
、

最
近
は
自
動
運
転
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
な
ど

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
会
議
は
米
国
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
の

輪
番
で
開
催
さ
れ
、
30
回
目
を
数
え
る
。

通
常
な
ら
今
年
は
欧
州
で
開
催
さ
れ
る
は

ず
だ
っ
た
が
、Ｕ
Ａ
Ｅ
が
名
乗
り
を
上
げ
、

初
め
て
中
東
で
開
催
さ
れ
た
。背
景
に
は
、

世
界
か
ら
最
新
技
術
を
導
入
し
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
革
命
の
リ
ー
ド
役
に
な
ろ
う
と
い

う
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
成
長
戦
略
が
あ
る
。

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
ド
バ
イ
の
交
通
機

関
の
25
％
を
自
動
運
転
に
す
る
」。
ド
バ

イ
政
府
が
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
戦
略

を
打
ち
出
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
10
年
前
の

14
年
。
そ
の
２
年
後
に
は
具
体
的
な
自
動

運
転
の
導
入
目
標
を
掲
げ
た
。
以
来
、
ド

バ
イ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
分
野
で
の
自
動
運
転
化
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
、
今
回
の
会
議
開
催
は
そ
の
成

果
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
狙

い
が
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

展
示
会
に
は
日
本
か
ら
も
自
動
車
や
電

子
部
品
企
業
な
ど
で
構
成
す
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
ジ

ャ
パ
ン
が
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
パ
ビ
リ
オ
ン
」

を
開
設
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ホ
ン
ダ
、
ア

JO
BY AVIATIO

N
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ク
軽
減
対
策
（D

isaster Risk Reduct 
ion 

以
下
、
Ｄ
Ｒ
Ｒ
）
の
改
善
と
強
化
へ

の
機
運
を
日
本
で
大
き
く
高
め
た
重
大
な

出
来
事
だ
っ
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、

日
本
政
府
は
特
に
Ｄ
Ｒ
Ｒ
を
「
女
性
・
平

和
・
安
全
保
障
（
Ｗ
Ｐ
Ｓ
）」
の
国
家
行

動
計
画
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
分
野
で
前
進
を
遂
げ
て
き
た
。

　
Ｗ
Ｐ
Ｓ
と
似
た
枠
組
み
を
持
つ
国
は
あ

る
が
、
災
害
対
策
を
組
み
込
む
例
は
多
く

な
い
。
米
国
も
Ｗ
Ｐ
Ｓ
国
家
行
動
計
画
に

Ｄ
Ｒ
Ｒ
を
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
同
盟
を
強
化
す
る
た
め
に
日
米
両

国
が
さ
ら
に
協
調
す
る
機
会
と
な
る
。

　

24
年
７
月
、
筆
者
は
米
国
笹
川
平
和
財

団
の
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（Sasakaw

a U
SA
 Em
 

erging Experts D
elegation

）
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
米
国
の
連
邦
・
地
方
レ

ベ
ル
の
政
府
機
関
や
市
民
社
会
団
体
の
Ｄ

DISASTER

い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
盟
関
係
は
我
々
に

信
頼
と
友
情
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
の
、

理
解
を
深
め
、
世
界
的
な
課
題
に
協
調
的

に
取
り
組
む
た
め
に
は
継
続
的
な
関
与
が

必
要
に
な
る
。

　

そ
う
し
た
課
題
の
一
つ
が
、
地
球
の

隅
々
に
ま
で
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
自
然

災
害
で
あ
る
。
地
震
で
あ
れ
異
常
気
象
で

あ
れ
、
自
然
災
害
を
免
れ
る
国
は
な
い
。

　

そ
の
中
で
も
、
日
本
は
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
知
っ
て
い
る
た

め
、
そ
う
し
た
危
機
に
備
え
、
対
応
す
る

経
験
が
豊
富
だ
。
特
に
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
は
、
女
性
と
少
女
に
特
有
の

リ
ス
ク
と
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
る
災
害
リ
ス

米
同
盟
は
相
互
支
援
と

戦
略
的
地
域
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
特
徴
と
す

る
黄
金
時
代
に
入
っ
て

日

ショージ・シャンティ
Shanti Shoji

米国笹川平和財団
プログラムディレクター

アメリカン大学大学院国際関係学修
士号取得。香川県の中学校で勤務し
た後、東京都のラボ国際交流センタ
ーにおいてプログラムマネージャー
を務め、計6年間を日本で過ごす。
2010年、在米日本国大使館広報文
化センターで文化部コーディネータ
ーを務め、東日本大震災後の11年6
月に非営利団体「Kizuna Across Cul 
tures」 を共同設立。20年より現職。

避難所として使われている中学校を歩く少女（石川県珠洲市）。日常が戻るまで心のケアは欠かせない

「
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
」で

日
本
は
も
っ
と
世
界
に
貢
献
で
き
る

WEDGE
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災
害
対
策
に
お
い
て
、女
性
が
直
面
す
る
特
有
の
リ
ス
ク
と
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。

日
本
は
こ
の
問
題
で
世
界
を
先
導
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
、東
北
と
能
登
の
被
災
地
を
歩
い
た
筆
者
は
言
う
。
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民主主義は
人々 を幸せにするのか？

冷泉彰彦、佐伯啓思、市原麻衣子、佐藤卓己、吉田 徹、東 浩紀、
海野素央、富坂 聰、加藤 学、泉 房穂、暉峻淑子、

編集部（鈴木賢太郎、大城慶吾、友森敏雄）

「民主主義が危機に瀕している」といわれて久しい。
11月に大統領選を控える米国では、選挙結果次第で「内戦」の再来が懸念されている。
欧州では右派ポピュリズムが台頭し、世界では権威主義化する民主主義国も増えている。

さらに、インターネットやSNS、そして、AIの爆発的な普及により、
世の中には情報が溢れ、社会はより複雑化している。
民主主義が様々な「脅威」に晒されている今、

民主主義をどう守り、改革していくのか。その方向性を提示する。

Wedge Special Report

SAMUEL CORUM/GETTYIMAGES
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国
で
は
民
主
主
義
の
危

機
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
。
何
が
危
機
な
の
か

と
い
う
と
、
ま
ず
選
挙

米
結
果
を
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
言
動
の
横

行
が
あ
る
。
選
挙
は
民
主
政
治
の
中
核
で

あ
り
、
結
果
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば

民
主
主
義
は
機
能
不
全
に
陥
る
。
次
い
で

暴
力
の
問
題
が
あ
る
。
２
０
２
１
年
１
月

６
日
の
議
事
堂
襲
撃
事
件
が
典
型
だ
が
、

こ
の
夏
に
２
回
も
発
生
し
た
大
統
領
候
補

へ
の
暗
殺
未
遂
事
件
も
民
主
主
義
に
対
し

て
深
刻
な
脅
威
を
与
え
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
米
国
の

場
合
は
15
年
に
大
統
領
選
に
名
乗
り
を
上

げ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
影
響
が
大
き
い
と
さ

れ
て
い
る
。
確
か
に
同
氏
の
言
動
と
、
大

統
領
選
の
勝
利
と
敗
北
の
歴
史
が
米
国
の

「
分
断
」
を
象
徴
し
て
い
る
の
は
確
か
だ
。

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
は
分
断
の
結
果
で

は
あ
っ
て
も
、
原
因
で
は
な
い
。

　

20
世
紀
末
ま
で
の
米
国
で
は
、
こ
の
よ

う
な
分
断
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
民
主
党

は
福
祉
国
家
を
目
指
し
て
大
き
な
政
府
を

志
向
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
共
和
党

冷泉彰彦
Akihiko Reizei

作家、
ジャーナリスト

ニュージャージー州在住。米プリン
ストン日本語学校高等部主任。東京
大学文学部卒、米コロンビア大学大
学院修士。福武書店（現ベネッセコ
ーポレーション）勤務を経て、1993
年に渡米。著書に『民主党のアメリ
カ 共和党のアメリカ』(日本経済新
聞出版)など多数。

米国社会の分断は危険水域
第二の「南北戦争」勃発か？
大統領選を控える米国では、分断が「内戦」に発展する懸念が高まっている。
なぜ分断はここまで深まってしまったのか。日本にできることはあるのか。

Part 1  米大統領選

2021年１月６日に勃発した米連邦議会議事堂襲撃事件は「分断」を象徴するものとして世界に大きな衝撃を与えた。今回の大統領選はいかに……
BRANT STIRTON/GETTYIMAGES
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特集   民主主義は人々を幸せにするのか？

日
、
世
界
中
で
民
主
政

治
が
動
揺
し
て
い
る
。

言
論
界
に
お
い
て
も
し

ば
し
ば
「
民
主
主
義
の

今
危
機
」
が
い
わ
れ
る
。
そ
の
せ
い
か
、「
そ

も
そ
も
民
主
主
義
と
は
何
か
」
と
問
い
直

す
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
欧
米
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
西
側
先

進
国
に
と
っ
て
は
、
民
主
主
義
は
自
明
で

当
然
の
政
治
制
度
で
あ
っ
た
。
日
本
も
そ

う
だ
。
と
り
わ
け
、
戦
後
日
本
で
は
、
あ

の
戦
争
へ
の
反
省
も
あ
り
、
民
主
主
義
を

疑
う
な
ど
と
い
え
ば
不
見
識
こ
の
上
な
か

っ
た
。
政
治
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
民
主
主
義
に
対
す
る
障
害

の
せ
い
で
あ
り
、
そ
の
障
害
こ
そ
が
問
わ

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
独
裁
者
や
軍
部
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
全
体
主
義
、
イ
ス
ラ
ム
の

よ
う
な
宗
教
国
家
や
宗
教
組
織
な
ど
が
民

主
主
義
に
対
す
る
敵
対
者
で
あ
り
、
そ
れ

を
排
除
す
れ
ば
、
民
主
主
義
は
安
泰
だ
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
民
主
主
義
に
対
す
る

脅
威
は
そ
の
外
部
か
ら
や
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
今
日
、
話
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単

「危機の本質は内部に宿る」
民主主義を問い直す
「民主主義の危機」が叫ばれ、それを取り除けば、さも上手くいくような言説が流れる。
しかし、危機の本質は、このシステムの内部にこそ宿っているのだ。

Part 2  文明論

1949年生まれ。東京大学経済学部卒。
同大学院経済学研究科博士課程単位取
得。『隠された思考』（筑摩書房）でサ
ントリー学芸賞、『現代日本のリベラ
リズム』（講談社）で読売論壇賞。近
著に『神なき時代の「終末論」現代文
明の深層にあるもの』（PHP新書）。

佐伯啓思
Keishi Saeki

京都大学
名誉教授

「トランプ現象」を象徴するような支持者たち。オクラホマ州タルサで
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Q&A  
What Is Democracy ?

民
主
主
義

24

市
原　

民
主
主
義
は
共
通
の
受
け
入
れ
ら

れ
た
定
義
が
な
い
概
念
で
す
。
政
治
学
の

研
究
の
中
で
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

方
向
性
で
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は「
手
続
き
的
定
義
」
と
呼
ば
れ
、

選
挙
制
度
の
観
点
で
民
主
主
義
を
規
定
す

る
も
の
で
す
。
①
自
由
・
平
等
・
定
期
的

な
選
挙
が
あ
る
こ
と
、
②
人
々
が
投
票
権

を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
２
つ
の
要

市原麻衣子
Maiko Ichihara

一橋大学大学院
法学研究科 教授

1976年生まれ。米ジョージ・ワシン
トン大学大学院政治学研究科博士課程
修了。関西外国語大学准教授を経て
2022年より現職。専門は国際関係論、
比較政治学。共著に『自由主義の危機 
国際秩序と日本』（東洋経済新報社）、
監訳書に『侵食される民主主義』（勁
草書房）。

件
を
満
た
せ
ば
、
民
主
主
義
と
み
な
し
ま

す
。

　

こ
の
①
・
②
に
、
③
市
民
的
自
由
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を
加
え
た
も
の
が

「
実
質
的
定
義
」で
す
。市
民
的
自
由
と
は
、

言
論
や
報
道
、
集
会
・
結
社
、
学
問
の
自

由
な
ど
、
人
々
の
行
動
の
自
由
に
関
わ
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
由
で
公
平
な
選
挙
を
成
り
立
た
せ
る

た
め
に
は
、
投
票
権
が
平
等
に
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
誰
で
も
自
由
に
選
挙
に
出

馬
で
き
る
こ
と
、
候
補
者
が
現
政
権
や
対

立
候
補
を
批
判
で
き
、
メ
デ
ィ
ア
が
自
由

に
報
道
で
き
る
こ
と
、な
ど
が
必
要
で
す
。

民
主
主
義
に
と
っ
て
、「
市
民
的
自
由
」

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

市
原　

今
、危
機
に
瀕
し
て
い
る
の
は「
市

民
的
自
由
」
で
す
。
背
景
に
は
、
民
主
主

義
下
で
選
挙
に
勝
利
す
る
こ
と
が
目
的
化

し
、
手
段
を
選
ば
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
イ
ン

ド
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
は
じ
め
と
す

る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
人
権
侵
害

や
差
別
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

９
年
に
市
民
権
法
が
制
定
さ
れ
、
イ
ス
ラ

ム
教
徒
以
外
の
不
法
移
民
に
は
市
民
権
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
モ
デ
ィ
首
相
が
、
母

体
で
あ
る
イ
ン
ド
人
民
党
（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）
の

支
持
を
盤
石
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で

政
治
的
に
動
員
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
低
カ

ー
ス
ト
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
を
含
め
た
多

数
派
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
よ
る
支
持
を

取
り
込
む
た
め
で
す
。

　

政
府
に
よ
る
人
権
侵
害
を
批
判
す
る
メ

デ
ィ
ア
や
研
究
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
政
府
か

イチから分かる民主主義
ワンポイントレッスン
民主主義とは何か、権威主義と対立関係なのか……？
民主主義に関する疑問を一橋大学の市原氏に聞いた。

Q&A  民主主義とは何か？

聞き手／構成・編集部（鈴木賢太郎）

Q1
そもそも、「民主主義」
とはどのように定義され
ているものなのでしょう
か？

Q2
民主主義が危機に瀕し
ているといわれます。こ
の背景にはどのような要
因があるのでしょうか？



AI

年
７
月
、
東
京
都
知
事

選
で
あ
る
一
人
の
候
補

者
が
話
題
を
集
め
た
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
誰

今
も
取
り
残
さ
な
い
東
京
へ
」
を
掲
げ
た
Ａ

Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
Ｓ
Ｆ
作
家
の
安
野
貴
博

氏
で
あ
る
。

1971年東京都生まれ。東京大学大学
院総合文化研究科博士課程修了。博士
（学術）。2010年にゲンロンを創業。専
門は哲学、表象文化論、情報社会論。
近著に『訂正する力』（朝日新書）、『訂
正可能性の哲学』（ゲンロン叢書）。

東 浩紀
Hiroki Azuma

批評家・作家、
ゲンロン創業者

Part 5  AI

ＡＩの力で民主主義は
アップデートできるのか？
テック界隈を中心に、「人工知能民主主義」への期待が高まっている。
しかし、政治を自動化・機械化できるという発想は危険だと東氏は言う。

Part 5  ＡＩ

聞き手／構成・編集部（大城慶吾、鈴木賢太郎）

　

安
野
氏
は
Ａ
Ｉ
の
力
を
活
用
し
て
、

様
々
な
民
意
を
反
映
さ
せ
る
「
デ
ジ
タ
ル

民
主
主
義
」を
掲
げ
て
選
挙
戦
を
戦
っ
た
。

　

結
果
は
15
万
４
６
３
８
票
の
全
体
５
位

で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
人
々
の
間
に
広
ま

る
民
主
主
義
へ
の
疑
念
、
失
望
な
ど
も
相

俟
っ
て
、「
Ａ
Ｉ
の
力
で
民
主
主
義
を
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
考
え
や
期
待
が
広
が
っ
た
。
そ
の
意

味
で
、
安
野
氏
は
従
来
の
選
挙
戦
の
あ
り

方
に
一
石
を
投
じ
た
と
言
え
る
。

　

Ａ
Ｉ
が
爆
発
的
に
普
及
す
る
中
、
そ
の

存
在
感
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
行
政
改
革
に
は
Ａ
Ｉ
を
積
極
的

に
導
入
し
、
効
率
化
や
透
明
化
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
。
従
来
の
仕
組
み
で
は
拾
い

き
れ
な
か
っ
た
民
意
を
抽
出
し
、
政
策
に

生
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
で
私

は
安
野
氏
と
同
じ
立
場
だ
。

　

た
だ
、
問
題
も
あ
る
。
私
は
Ａ
Ｉ
の
導

入
に
は
賛
成
だ
が
、
そ
れ
に
過
度
に
期
待

す
る
の
も
誤
り
だ
と
考
え
て
い
る
。
最
近

は
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
れ
ば
社
会
の
よ
り
効

率
的
な
運
営
が
可
能
で
あ
り
、
政
治
は
半

ば
自
動
化
・
機
械
化
で
き
る
と
い
う
考
え

方
が
、
テ
ッ
ク
界
隈
で
た
い
へ
ん
強
く
な

っ
て
い
る
。
私
は
そ
れ
を
「
人
工
知
能
民

主
主
義
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
民
主
主
義
は
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
期
待
が
出

ChatGPTなど生成AIが存在感を高め
ている。AIに政治を「お任せ」するこ
とで人類は幸せになれるのだろうか？

AN
AD

O
LU/G

ETTYIM
AG

ES



Interview  
Power of Words

言
葉
の
力

44

誌
は
、
２
０
２
４
年
２

月
号
で
「
霞
が
関
の
危

機
は
日
本
の
危
機 

官

僚
制
再
生
に
必
要
な
こ

小
と
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、
前
明
石
市
長

の
泉
房
穂
氏
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政

治
家
、
官
僚
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
聞
い

た
。
取
材
中
、
終
始
、
身
振
り
手
振
り
を

添
え
て
熱
心
に
語
る
泉
氏
で
あ
っ
た
が
、

最
後
に
こ
う
強
調
し
た
の
が
印
象
に
残
っ

た
。

「
私
は
民
主
主
義
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

社
会
は
必
ず
変
え
ら
れ
る
。
日
本
に
は
ま

だ
ま
だ
希
望
が
あ
る
ん
で
す
」

　

そ
う
語
る
泉
氏
の
原
動
力
は
何
か
、
そ

し
て
、
日
本
で
民
主
主
義
を
機
能
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
聞
い
た
。

編
集
部
（
以
下
、
│
）
泉
さ
ん
は
な
ぜ

「
民
主
主
義
が
大
好
き
」
な
の
で
す
か
。

泉
　
そ
れ
は
、
民
主
主
義
の
も
と
で
は
、

自
分
た
ち
の
社
会
は
自
分
た
ち
が
作
り
、

自
分
た
ち
で
変
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
私
が
明
石
市
長
の
選
挙
に
立
候
補
し
た

時
、
既
存
政
党
、
議
会
、
マ
ス
コ
ミ
の
全

て
が
い
わ
ば
「
敵
」
で
し
た
。
そ
れ
で
も

私
は
「
諦
め
て
は
い
け
な
い
」「
私
た
ち

「自助」を民に押し付け
政治家は責任を放棄するな
「言葉の力こそが民主主義の根源」。前明石市長の泉房穂氏の言葉からは民主
主義への熱い思いが溢れ出る。政治家が真に行うべきこととは何かを聞いた。

Interview  泉房穂氏に聞く

は
勝
て
る
ん
だ
」
と
何
度
も
語
り
か
け
、

結
果
的
に
市
民
は
私
を
当
選
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
政
治
家
と
市
民
は
別
物
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
で
あ
る
私
も
市
民
の

一
員
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
力
で
ま
ち
を
作

り
、
明
石
市
は
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　
で
も
、
今
の
国
会
議
員
を
見
て
く
だ
さ

い
。
私
な
ん
か
「
ま
る
で
裸
の
王
様
だ
ら

け
や
ん
」
と
率
直
に
思
い
ま
す
ね
。
政
治

の
世
界
が
国
民
、市
民
か
ら
遠
す
ぎ
ま
す
。

か
が
や
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う

諦
め
や
依
存
体
質
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
自
分
自
身
を
「
民
主
主

義
の
申
し
子
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
分
で
言
う
な
よ
、
と

突
っ
込
み
が
入
り
そ
う
で
す

が
、
私
は
人
生
の
中
で
民
主
主

義
の
実
践
を
貫
き
通
し
て
き
ま

し
た
。
私
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
選
挙
が
好
き
で
、
選
挙
で
道

を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
生

徒
会
長
も
や
り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
年

齢
や
性
別
、
金
銭
の
多
寡
な
ど

　
そ
も
そ
も
、
日
本
は
自
分
た
ち
の
力
で

「
民
主
主
義
」
を
勝
ち
取
っ
た
国
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
独
立
戦
争
が

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
が

あ
り
、
韓
国
で
も
軍
事
政
権
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
。
日
本
に
も
大
化
の
改
新
や
明
治

維
新
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見

も
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
結
局
は
、
貴
族

や
武
家
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
や
幕
藩
体
制

の
終
焉
で
あ
り
、
民
衆
が
勝
ち
取
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
上
が
変
え
て
、
民
衆
は
そ

れ
に
従
う
。
そ
れ
が「
お
上
意
識
」
や「
誰

聞き手／構成・編集部（大城慶吾、友森敏雄）

2019年3月、暴言で辞職し、出直し選挙で当選を果たした泉氏
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実
践

Part 7  
Implement

は
幼
少
期
に
軍
国
主
義

の
教
育
を
受
け
て
育

ち
、
戦
後
１
８
０
度
価

値
観
が
転
換
し
た
時
代

私
の
な
か
で
大
人
に
な
り
、
96
年
の
人
生
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、戦
争
の
恐
怖
と
極
度
の
飢
え
、

激
し
い
イ
ン
フ
レ
、
高
度
経
済
成
長
と
バ

ブ
ル
崩
壊
、
ド
イ
ツ
滞
在
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
（
現
セ
ル
ビ
ア
）
難
民
を
支
援
す

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
日
本
の

民
主
主
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
未
来
を
担
う
世
代
の

皆
様
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
も
お
伝
え
し

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

日
本
は
議
員
と
い
う
代
表
者
を
通
じ
て

国
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
持

つ
、
歴
と
し
た
民
主
主
義
国
で
す
。

　

し
か
し
、
内
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
人
が
選
ん
だ
民
意
の
反
映
と
は
い

え
、長
い
間
、政
権
交
代
も
起
き
ま
せ
ん
。

政
府
は
国
民
が
政
治
や
社
会
に
関
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。森
喜
朗
元
首
相
の（
投
票
に

は
行
か
ず
に
）「
寝
て
て
く
れ
れ
ば
い
い
」

暉峻淑子
Itsuko Teruoka

埼玉大学
名誉教授

1928年生まれ。法政大学大学院社会
科学研究科経済学専攻博士課程修了。
経済学博士。埼玉大学名誉教授。NGO
／NPO法人国際市民ネットワーク代
表。「対話的研究会」発足時から世話人。
著書に『対話する社会へ』、『承認をひ
らく』（ともに岩波書店）など多数。

日本はアジア最古の民
主主義国だとして安住
してはならない
HIROSHI WATANABE/GETTY IMAGES

日本を真の民主主義国へ
「対話のある社会」をつくろう
バブル絶頂期に『豊かさとは何か』を著したことで知られる暉峻淑子氏。
戦前から戦後の時代を経験した暉峻氏は、今また『対話する社会へ』、
『承認をひらく』などの著書を刊行。日本の民主主義の内実を問いかける。

Part 7  実践

聞き手／構成・編集部（大城慶吾）  



60

「土用の丑の日」を迎え、焼き上げられるうな
ぎ＝7月24日午前、東京都豊島区の「鰻家」

２
０
２
４
年
は
年
間
６
回
あ
る

「
土
用
の
丑
の
日
」。し
か
し
、

ウ
ナ
ギ
は
そ
の
日
の
た
め
だ

け
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
日
本
で
獲

れ
る
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
」
は
、
環
境
省
で

も
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）

で
も
、
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か
。
そ
し
て
資
源

を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要
な

の
か
│
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
て
い

く
こ
と
は
、
実
は
様
々
な
社
会
問
題
を
考

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の

ほ
ど
、『
日
本
の
ウ
ナ
ギ 

生
態
・
文
化
・

保
全
と
図
鑑
』（
山
と
渓
谷
社
）
を
上
梓

し
た
、
中
央
大
学
法
学
部
教
授
で
、
保
全

生
態
学
を
専
門
と
す
る
海
部
健
三
氏
に
話

を
聞
い
た
（
聞
き
手
／
構
成
・
編
集
部 

友
森
敏
雄
）。

ピ

 

ー

 

ク

 

の

 

３

 

分

 

の

 

１

 
ま
 で 

減
っ
た
ウ
ナ
ギ
の
供
給
量

　

天
然
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
は
減

り
続
け
て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
に
は
３

０
０
０
㌧
を
超
え
る
年
も
あ
っ
た
が
、
２

０
２
３
年
に
は
55
㌧
ま
で
減
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
養
殖
と
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
以
外
の
種

WEDGE  REPORT

問題は「土用の丑の日」にあらず
ウナギの消費に適正上限を
減少を続けるウナギ。それでも、食べてはいけないわけではない。
ウナギの実態を正確に知った上で消費行動についても考える必要がある。

海部健三  Kenzo Kaifu

中央大学法学部 教授

JIJI
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